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大
凧
上
げ
を
楽
し
む
猪
名
川
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

自然とのふれあいを大切にした
まちづくりを進めます「開かれた議会運営」を目指します

議 　 長
福 田 　 長 治

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。輝

か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
で
は
、
「
い
〜
な
〜
・
夢
プ
ラ
ン
２

０
１
０
」
の
「
第
４
次
総
合
計
画
」
に
基
づ

き
「
人
と
自
然
が
や
さ
し
く
と
け
あ
い
、
未

来
に
輝
く
ふ
る
さ
と
猪
名
川
」
の
創
造
の
も

と
、
21
世
紀
初
頭
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
都
市
基
盤
が

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
本

年
は
阪
神
間
の
最
高
峰
大
野
山
頂
に
お
き
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
自
然
の
雄
大
さ
と
澄
み

切
っ
た
夜
空
に
輝
く
星
座
を
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
天
文
台
の
施
設
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
に
は
完
成
す
る
運

び
で
す
。
４
月
か
ら
は
、
自
然
学
習
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
５
月
に
は
県
下
各
地
か
ら
県
知
事

を
始
め
３
５
０
０
人
を
お
招
き
し
「
ひ
ょ
う

ご
森
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。
県
民
一
人

ひ
と
り
が
緑
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
を
う
っ
た
え

て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
自
然
を
育
み
自

然
と
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
環

境
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
並
び
に
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
新
た
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

さ
て
、
顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
国
際
情
勢

は
激
変
し
、
日
本
経
済
の
長
び
く
不
況
も
深

刻
化
す
る
な
ど
大
変
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
時
期
に
地
方
行
政
の
な
す
べ

き
責
務
は
重
要
性
を
増
し
、
私
達
議
会
人
は

住
民
の
負
託
に
全
力
で
応
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
に
お
い
て
も
景
気
低
迷
に

よ
る
財
源
減
少
の
続
い
て
い
る
中
、
環
境
問

題
、
さ
ら
に
は
少
子
・
高
齢
化
を
中
心
と
し

た
福
祉
対
策
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
の
実
情
に
即
し
た
、
効
率

的
で
こ
ま
や
か
な
施
策
の
展
開
を
積
極
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
推
進
に
は
皆

様
と
行
政
・
議
会
が
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
本
町
議
会
で

は
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
、
「
開
か
れ
た
議
会
運
営
」
等
の
議
会
改

革
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

ど
う
か
、
今
年
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

町 　 長
真 田 　 保 男
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平
成
14
年
３
月
に
完
成
を
予
定
し
て

い
る
、
猪
名
川
に
新
し
く
か
か
る
橋
の

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
橋
は
、
猪
名
川
町
の
木
津
地
内

の
県
道
川
西
篠
山
線
新
木
津
橋
北
側
に

あ
り
木
津
か
ら
木
津
東
山
に
通
じ
ま
す
。

西
に
は
楊
津
小
学
校
、
北
に
は
ふ
る
さ

と
館
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
木
々
に
お

お
わ
れ
た
山
に
囲
ま
れ
た
、
肥
沃
な
田

畑
が
あ
り
、
自
然
の
中
で
の
人
の
営
み

が
感
じ
ら
れ
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　
橋
の
名
前
、
そ
の
名

前
の
由
来
や
理
由
、
氏
名
、
住
所
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵

送
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

投
函
箱
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
先
　
郵
送
＝
〒
６
６
６
・
０

２
９
２
（
住
所
記
入
不
要
）
猪
名
川
町

役
場
建
設
課
「
橋
名
募
集
」
係
、

F  A  X  

66
・
８
８
８
１
、
電
子
メ
ー
ル
＝、

投
函
箱
＝
猪
名
川
町
役
場
（
町
民
ホ
ー

ル
・
建
設
課
）、
六
瀬
・
日
生
住
民
セ
ン

タ
ー
、
木
津
総
合
会
館
、
図
書
館
、
ふ

る
さ
と
館
、
勤
労
者
体
育
館
、
猪
名
川

海
洋
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
期
間
　
１
月
７
日
（
月
）
〜

同
31
日
（
木
）
必
着

▽
発
表
　
広
報
い
な
が
わ
お
よ
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
（
�
66
・

８
７
０
５
）
へ
。

包
装
の
商
品
は
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

買
い
物
袋
を
持
参
す
る
な
ど
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

本年は、西暦1 9 8 1年で、3月から神戸で開催
されております「ポートピア」が好評を博し、
今その幕を閉じようとしております。この手
紙が読まれる頃には、本町はおそらく猪名川
市と呼ばれ、あなた様は市長であろうと思い、
また、そうなっていることを望みながら書き
ます。

私は、昭和4 8年から町政を担当し、以来自
然と開発の調和のとれた「和の町づくり」を
提唱し、地域づくりを推進して参りました。
1 9 8 0年代は、地方の時代の幕開けと叫ばれ、
地方自治体は、2 1世紀に向けて、個性的な町
づくりが進められており、本町においても目
標年次を昭和6 5年とした、第2次振興計画を策
定し、６万人の豊かな町づくりの建設に向か
ってスタートしました。

現在、宅地開発状況は、阪急日生ニュータ
ウンは既に入居中で第２期計画も進行中です。
また昨年1 1月（仮）猪名川パークタウンの開
発が許可され、現在造成中です。他に（仮）
能勢電肝川ニュータウンなどの計画などがあ
ります。

これら人口増加に伴う問題として、まず交
通問題があります。本町から発生する交通の
大部分は、大阪方面へ流れ、その機関は、マ
イカーやバスであることから県道川西篠山線
の利用は日毎に増加し、川西・池田市域の交
通渋滞は、重要な問題となってきているでし
ょう。

しかし、昭和5 3年に開通した能勢電鉄日生
線の利用促進を図り交通拠点を日生中央駅と
した交通体系の確立や阪神高速道路の延伸に
より、交通渋滞解消に明るいきざしが見えて
おり、2 0年後には大いに利用されていると思
います。

次に、水道問題ですが、現在完成間近の一
庫ダムによって人口に見合う水量が確保でき
る見通しが得られておりますが、県をはじめ
各方面の協力を求めながら町自体の水資源開
発を積極的に進めて参ります。

本町の都市基盤は、急速に整備されつつあ
り、今や阪神都市圏を構成する自治体として
目覚しい発展を遂げようとしています。しか
し、これは主に物質的な満足感であって、地
域住民が精神的にも満たされ、真に豊かな人
間へと形成されるものではありません。とい
うのは、社会構造が農村と都市との混合型社
会であり、急速に都市型社会へと移行してい
ること、さらに新しい住民の多くが都市的感
覚を持っていることなどを考え合わせますと、

現在の住民意識構造は極めて複雑・多様化し
ていると言わざるを得ません。自立と連帯あ
る６万人都市の建設にあたって、全ての住民
が自治への参加意欲と、深い連帯感を持つこ
とが最大のエネルギーであります。このこと
は、現在だけでなく、2 0年後の町づくりにお
ける住民にも望まれることでありましょう。

私が推進しております「和のまちづくり」
は、まず地域づくりから始まります。地域の
人々が気軽に挨拶でき、ふれ合い、話し合う
ことのできる、また地域の共通の課題につい
ても行政と一体となって取り組み、さらには
近隣同士の助け合い、励まし合う精神の涵養
などのコミュニティづくりが第一歩であると
思います。

そして今一つは「ふるさとづくり」です。
ふるさとは生まれ育った所であり、人口の流
動化の激しい現在社会におきましては、「今住
んでいて気持ちの良いところ、これからも住
んでいたいところ」という風潮が高まってき
ていますが、2 1世紀の住民のひとりでも多く
の人が、猪名川町を「ふるさと」だと感じて
ほしいものです。急速に都市化しようといて
いる本町にとって、「ふるさとづくり」は、郷
土意識の高揚と豊かな地域社会の形成に欠く
ことのできない重要な施策なのです。私は、
祖先が永年にわたって培ってきた伝統ある文
化・歴史的遺産を後世に伝えると共に、本町
独自の文化・風土の醸成にも努め、時代の産
物として残して行きたいと思っております。

あなた様の指針に基づき、2 0年後の猪名川
町がどのような町になっているか想像もつき
ませんが、私は私なりにふるさと猪名川町が
どこより素晴らしい住んで良かったとしみじ
み思われるようなふるさとづくりの基盤整備
に、勇気と決断を持って大きな夢を描くと共
に、不可能の中から可能を見いだし、前途に
山積する難課題を一つ一つ解きほぐし、町民
の皆様に期待され満足される猪名川の将来を
達観しつつ渾身の努力を傾注いたします。

緑の山々に囲まれた住居、清く透き通った
猪名川、整備された耕地、機能的な道路網､適
正に配置された公共利便施設、このような行
きとどいた生活環境の中で、住民がゆとりあ
る生活を築き生きがいのある心の通った福祉
と充実した教育、伸びゆく産業の町猪名川町、
あるいは猪名川市として大きく飛躍し、発展
していることを心より期待しております。

昭和56年９月
猪名川町長　原　豊作

20年前の町長から今の町長への手紙
昭和5 6年に、川西青年会議所が実施したタイムカプセル事業で、当時の原町長から2 0

年後の町長へ宛てた手紙が封入されました。

このほど、そのカプセルが開封され、真田町長の手元にその手紙が届きましたので

紹介します。少々長くはなりますが、2 0年前の視点で猪名川町がどのように考えられて

いたかがわかり、大変興味深い手紙となっていますので最後までおつきあいください。

�
完
成
予
想
図

木
津
地
内
に
は
、

「
木
津
橋
」
、
「
新
木
津
橋
」
の
名
前
の

橋
は
既
に
あ
り
ま
す

環
境
に
や
さ
し
い
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

物
の
消
費
は
、
選
択
（
買
う
）
、
消

費
（
使
う
）
、
排
出
（
捨
て
る
）
へ
と

流
れ
ま
す
。
物
を
買
う
前
に
し
っ
か
り

計
画
を
立
て
、
買
っ
た
も
の
は
で
き
る

限
り
有
効
に
使
い
、
捨
て
る
前
に
も
う

一
度
見
直
し
て
再
資
源
化
を
図
り
ま
し

ょ
う
。

▽
買
う
時
（
賢
明
な
計
画
）

買
う
前
に
何
が
必
要
か
、
き
ち
ん
と

計
画
を
立
て
て
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
省

エ
ネ
型
、
節
水
型
商
品
、
エ
コ
ラ
ベ
ル

表
示
の
再
生
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き

る
商
品
を
選
ん
で
、
使
い
捨
て
や
過
剰

12
月
定
例
議

会
で
審
議
さ
れ

た
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

す
べ
て
の
案
件

に
つ
い
て
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平　
成　
1  2  
年　
度　
決　
算　
認　
定　

▽
一
般
会
計

▽
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計

▽
介
護
保
険
特
別
会
計

▽

老
人
保
健
特
別
会
計

▽
住
宅
改
修
・
新
築
資
金
特

別
会
計

▽
農
業
共
済
特
別
会
計

▽
農
林
商
工
業

振
興
資
金
特
別
会
計

▽
下
水
道
事
業
特
別
会
計

▽
奨
学
金
特
別
会
計

人　
事　
案　
件　

▽
助
役
の
選
任
＝
西
村
悟
さ
ん

（
紫
合
52
歳
）
の
選
任
に
同
意
す
る
も
の

▽
収
入

役
の
選
任
＝
池
田
充
昭
さ
ん
（
木
津
54
歳
）
の
選

任
に
同
意
す
る
も
の

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
＝
福
西
完
自
さ
ん
（
杤
原
66
歳
）
の
選
任
に
同

意
す
る
も
の

▽
人
権
擁
護
委
員
の
選
任
＝
川
上
礼

子
さ
ん
（
広
根
52
歳
）
の
選
任
に
同
意
す
る
も
の

平　
成　
1  3  
年　
度　
補　
正　
予　
算　

▽　
一　
般　
会　
計　
補　
正　
予　
算　

（　
第　
３　
号　
）　
＝　
予　
算　
の　
総　
額　
に　
歳　
入　
歳　
出　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
２　

億　
９　
９　
７　
２　
万　
４　
千　
円　
を　
追　
加　
し　
、　
歳　
入　
歳　
出　
予　
算　

の　
総　
額　
を　
１　
０　
４　
億　
７　
０　
２　
０　
万　
５　
千　
円　
と　
す　
る　
も　

の　
▽　
国　
民　
健　
康　
保　
険　
特　
別　
会　
計　
補　
正　
予　
算　
（　
第　
２　
号　
）　

▽　
農　
業　
共　
済　
特　
別　
会　
計　
補　
正　
予　
算　
（　
第　
１　
号　
）　

条　
例　
制　
定　

▽
町
事
務
分
掌
条
例

▽
町
住
宅
改

修
・
新
築
資
金
特
別
会
計
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

条　
例　
改　
正　

▽
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
町

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

▽
町
税
条

例
＝
町
税
の
納
期
前
納
付
に
係
る
報
奨
金
制
度
を

廃
止
す
る
も
の

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

▽
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例

▽
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

そ　
の　
他　

▽
権
利
放
棄
に
つ
い
て
＝
住
宅
改

修
・
新
築
資
金
貸
付
金
に
係
る
債
権
の
放
棄

町
議
会
定
例
会

（
12
月
議
会
）
の

審
議
内
容

いいっっししょょにに

ははじじめめよようう

環環 境境 にに

ややささししいいこことと

（1 1）

▽
使
う
時
（
効
率
的
な
実
行
）

電
気
、
ガ
ス
、
水
な
ど
効
率
的
に
使

用
す
る
こ
と
に
注
意
し
、
家
電
製
品
は
、

寝
る
前
や
外
出
時
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
製
品
は
、
修
理
・
修
繕
・
リ
フ

ォ
ー
ム
し
て
使
っ
た
り
、
さ
ら
に
自
動

車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
な
ど
効

率
的
な
使
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
捨
て
る
時
（
ク
ー
ル
に
見
直
し
）

ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
を
図
る
た

め
、
ご
み
分
別
収
集
に
協
力
し
、
食
品

ご
み
に
つ
い
て
も
、
余
分
に
買
わ
な
い
、

作
り
過
ぎ
な
い
、
残
さ
な
い
な
ど
を
基

本
に
し
食
べ
ら
れ
な
い
部
分
は
コ
ン
ポ

ス
ト
な
ど
で
有
機
肥
料
へ
の
資
源
化
を

図
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
衣
料
品
や
未

使
用
の
雑
貨
品
、
ま
だ
使
え
る
家
電
製

品
な
ど
は
捨
て
る
前
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
に
参
加
し
、
資
源
の
有
効
活

用
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
（
�
66
・

８
７
０
１
）
へ
。

町
役
場
で
は
、
12
月
20
日
付
け

で
西
村
悟
住
民
課
長
が
助
役
に
選

任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
住
民
課
長

が
欠
員
と
な
る
た
め
、
同
日
付
け

で
次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

（

）
内
は
旧
職

【
副
課
長
】

▽
住
民
課
長
事

務
代
理
（
兼
）
住
民
課
副
課
長
＝

井
谷
悦
司
（
住
民
課
副
課
長
）

町
職
員
の
人
事
異
動

新

し

い

橋

の

名

称

を

募

集

！
４
月
か
ら
部
制
に
組
織
改
編

こ
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
町
事
務
分
掌
条
例
に
よ
り
、
現

在
の
課
制
か
ら
部
制
に
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。
５
つ
の
部
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
主
な
取
り
扱
い
事
務
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
そ
の
他
の
組
織
（
水
道
・
教
育
委
員

会
・
消
防
・
議
会
）
と
合
わ
せ
て
詳
細
が
決
定
次
第
、
広
報

い
な
が
わ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
企
画
部
　
町
政
の
総
合
企
画
・
調
整
、
広
域
行
政
、
統

計
調
査
、
広
報
・
広
聴
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
秘
書
・
渉
外

▼
総
務
部
　
議
会
、
職
員
、
予
算
・
資
金
、
町
有
財
産
の

管
理
・
契
約
事
務
、
法
令
、
町
税

▼
住
民
生
活
部
　
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
・
外
国
人
登

録
・
印
鑑
登
録
、
介
護
保
険
・
国
民
健
康
保
険
、
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
、
福
祉
医
療

▼
環
境
経
済
部
　
環
境
施
策
、
生
活
安
全
、
公
害
対
策
、

農
林
水
産
業
・
土
地
改
良
事
業
、
商
工
・
観
光

▼
建
設
部
　
普
通
建
設
事
業
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
、

治
水
・
砂
防
、
建
築
・
開
発
行
為
、
都
市
計
画

ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０
０
２
（
５

月
26
日
開
催
）
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
植
樹
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
未
来

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
木
に
託
し
て
植
樹

し
、
緑
あ
ふ
れ
る
町
土
を
創
出
し
て
い

く
21
世
紀
の
新
し
い
森
づ
く
り
の
モ
デ

ル
林
と
す
る
た
め
植
樹
す
る
も
の
で
す
。

▽
と
き
　
３
月
24

日

午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
雨
天
時
は
３
月
31
日
に
順
延
）

▽
と
こ
ろ
　
大
野
ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド

▽
内
容
　
植
樹
大
会
、
森
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
森
林
体
験
学
習
、

森
の
昼
食
会
、　（
仮
）　
猪
名
川
天
文
台
見
学

▽
植
栽
樹
種
　
保
水
機
能
の
高
い
落

葉
広
葉
樹
と
し
て
、
コ
ナ
ラ
・
ク
リ
･

ク
ヌ
ギ
・
ア
ベ
マ
キ
や
、
彩
り
を
添
え

る
も
の
と
し
て
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
他
ア
カ
マ
ツ
な
ど

▽
植
樹
参
加
者
　
町
内
各
小
中
学
校

児
童
生
徒
、
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
青
年
部
・
婦
人
部
、
一
般
応
募
者

な
ど
合
計
約
８
０
０
人

▽
送
迎
　
各
小
中
学
校
前
、
日
生
駅

前
、
文
化
体
育
館
前
か
ら
送
迎
バ
ス
を

配
車
し
、
柏
原
バ
ス
停
か
ら
会
場
ま
で

は
徒
歩
（
約
50
分
）
で
登
山
し
ま
す
。

こ
の
大
会
に
参
加
す
る
人
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
資
格
　
町
在
住
・
在
勤
の
人

▽
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
バ
ス

乗
車
予
定
地
を
記
入
の
う
え
、
〒
６
６

６
・
０
２
９
２
（
住
所
記
入
不
要
）
猪

名
川
町
役
場
産
業
課
へ
１
月
31
日
ま
で

に
郵
送
（
必
着
）

▽
持
ち
物
　
水
筒
、
軍
手
、
ば
ち
鍬

な
ど
の
掘
削
道
具

自
宅
に
あ
る
人
の

み

、
水
（
灌
水
用
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
水
筒
を
利
用
し
て
持
参
）
、
そ
の
他

昼
食
は
、
お
に
ぎ
り
１
個
と
シ
シ
汁
を

会
場
で
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
に

応
じ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▽
そ
の
他
　
参
加
賞
と
し
て
５
月
26

日
開
催
の
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０

０
２
」
当
日
の
模
擬
店
・
イ
ベ
ン
ト
参

加
時
に
使
用

、
ま
た
は
「
道
の
駅
い
な

が
わ
」
で
販
売
す
る
農
産
物
購
入
に
使

用
で
き
る
地
域
通
貨
（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
）

１
０
５
イ
ナ
（
１
０
５
円
相
当
）
を
配

付
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
課
（
�
66
・

８
７
０
９
）
へ
。

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
木
に
託
そ
う

一
般
参
加
者
を
募
集

▲「イナ」は、間伐材を活用し、直径6
～7 c m、厚さ1 c mで山あいを流れる
川のデザインが焼印されています
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「わが町の安全・安心１１０番」1月10日は、110番の日 問い合わせは、川西警察署（�55－0110）へ。

新
様
式
の
確
定
申
告
書
の
書
き
方

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

一
斗
缶
と
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使

っ
て
、
お
い
し
い
く
ん
製

豚
肉
、
鶏

肉
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
、
卵
な

ど

づ
く
り
に
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
使
用
し
た
一
斗
缶

は
参
加
者
に
進
呈
し
ま
す
。

▽
と
き
　
１
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

▽
と
こ
ろ
　
青
少
年
い
こ
い
の
家

▽
対
象
　
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
▽
定
員
　
20
家
族
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
、
カ
セ

猪
名
川
町
体
育
指
導
委
員
会
委
員

長
の
福
田
康
司
さ
ん
（
杉
生
48
歳
）

は
、
昭
和
56
年
４
月
よ
り
20
年
に
わ
た

り
猪
名
川
町
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

啓
発
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
委
員
と
と

も
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い
の
開

催
、
地
域
自
治
会
組
織
と
の
連
携
に

よ
る
小
学
校
区
住
民
運
動
会
の
開
催

な
ど
に
中
心
的
な
役
割
を
発
揮
し
、

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
の
設
立

な
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
も

の
で
す
。
現
在
、
阪
神
地
区
体
育
指

導
委
員
会
会
長
な
ら
び
に
兵
庫
県
体

育
指
導
委
員
会
副
会
長
と
し
て
活
躍

中
で
す
。

● 図　書　館

�料金はすべて無料です。小さなお子様から楽しめます。

催 し 一 覧

● 日 生 図 書 室

６・13・20・27

９・16・23・3 0

４・1 1 ・1 8 ・2 5

５・12・1 9 ・2 6

日曜日

水曜日

金曜日

土曜日

�開室日

問い合わせは、図書館（�6 6－3 2 3 8）

へ。

�開室時間　午前10時～午後５時

（土曜日は､午前10時～午後０時30分）

催　し と　　き 内　容

おはなし
おはなし

ゆめっこ

劇　　場

絵 本 の

時　　間

1 2日（土）
11時～11時30分

ストーリーテリン
グ出演＝やまばと

紙芝居
出演＝ポテト

絵本のよみきかせ
出演＝ぐるんぱ

2 6日（土）
11時～11時30分

1 7・2 4・3 1日（木）
いずれも1 1時～1 1
時30分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

９日（水）

11日（金）

16日（水）

18日（金）

23日（水）

25日（金）

柏 原 公 民 館
清 水 公 民 館
消防署北出張所練習場
西 畑 公 会 堂
六 瀬 住 民 セ ン タ ー
杉 生 自 治 会 館
旭ケ丘ひまわり公園付近
東 山 公 園
ふ る さ と 館
槻 並 自 治 会 館
杤 原 公 会 堂
上 阿 古 谷 集 会 所
伏見池公園バス停横広場

1 4：1 5～1 4：4 5
1 5：3 0～1 6：0 0
1 3：4 5～1 4：1 5
1 4：3 0～1 5：0 0
1 5：3 0～1 6：0 0
1 4：2 0～1 4：5 0
1 5：2 0～1 6：0 0
1 4：3 0～1 5：0 0
1 5：3 0～1 6：0 0
1 4：1 5～1 4：4 5
1 5：3 0～1 6：0 0
1 4：0 0～1 4：3 0
1 5：1 5～1 6：0 0

●イナくるっと号巡回予定表

ｺｰｽ 曜　日　ス テ ー シ ョ ン 名 時 間

展示
『２００１年　こんな本　こんな賞』

２００１年、１年間の各賞受賞作品を

展示します。

１月1 1日（金）～３月６日（水）

�休館日　毎月曜日（月曜日が

祝日の場合は翌日）、第２木曜日

�開館時間　水～金曜日＝午前1 0

時～午後８時、土・日・火曜日・

祝日＝午前10時～午後６時

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
立
小
・

中
学
校
、
幼
稚
園
の
臨
時
講
師
登
録

を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
登
録
希

望
者
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
希
望
校

種
、
教
科
を
明
記
の
う
え
、
学
校
教

育
課
へ
提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

（
�
66
・
６
０
０
０
）
へ
。

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
猪
名
川

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
地
区
計
画
の
変
更

に
伴
う
案
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
若
葉
お
よ
び
白
金
３

丁
目
に
つ
い
て
、
現
在
定
め
ら
れ

て
い
る
建
築
協
定
か
ら
地
区
計
画

へ
移
行
す
る
こ
と
、
並
び
に
既
に

決
定
し
て
い
る
地
区
計
画
の
一
部

に
つ
い
て
変
更
し
、
良
好
な
住
宅

市
街
地
の
居
住
環
境
の
保
全
を
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
利
害
の

あ
る
人
は
、
期
間
中
に
町
長
へ
の

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
郵
送
の
場
合
は
、
期
間
中

に
必
着
の
こ
と
）

▽
縦
覧
期
間
　
１
月
11
日
〜
同

24
日

▽
縦
覧
場
所
　
都
市
計
画
課

◇
主
な
変
更
の
要
旨

若
葉
１
・
２
丁
目
お
よ
び
白
金

３
丁
目
に
つ
い
て
は
、
屋
根
の
構

造
が
陸
屋
根
の
場
合
、
地
盤
面
か

ら
建
築
物
の
最
高
部
ま
で
の
高
さ

を
８
ｍ
以
下
と
し
ま
す
。
ま
た
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、
生
垣
ま
た
は
高
さ
１
・
２
�

以
下
の
透
視
可
能
な
フ
ェ
ン
ス
と

し
ま
す
。

猪
名
川
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
地
区
計

画
区
域
全
域
に
つ
い
て
、
自
動
車

車
庫
の
建
築
状
況
か
ら
壁
面
の
あ

る
自
動
車
車
庫
に
限
り
、
境
界
線

か
ら
１
�
の
後
退
を
し
、
建
築
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課

（
�
66
・
８
７
０
４
）
へ
。

消 防 出 初 式

新
年
恒
例
の
「
消
防
出
初
式
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
１
月
13
日

日

午
前
９
時
30

分
〜▽

と
こ
ろ
　
文
化
体
育
館
、
総
合
公
園

▽
内
容
　
消
防
署
・
消
防
団
・
防
火
ク

ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
行
進
や
消
防
演
技

当
日
は
、
文
化
体
育
館
の
駐
車
場
等
を

使
用
し
ま
す
の
で
、
図
書
館
や
中
央
公
民

館
を
利
用
の
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
（
�
66
・

０
１
１
９
）
へ
。

な
お
、
説
明
会
で
は
、
別
途
送
付

し
ま
す
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
お

よ
び
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
手
引

き
」
に
基
づ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

こ
の
説
明
会
は
、
申
告
書
の
書
き

方
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
で
、
申

地 区 名 １月 ２月 ３月

肝川・猪渕・銀山
・広根

上 野 ・ 柏 梨 田

紫合・猪名川荘苑

原 ・ 民 田

上阿古谷・下阿古谷

北 野

北 田 原

万 善 ・ 槻 並

木 津 ・ 東 山

木 津 上

木間生・杤原・林田

笹 尾

清 水 ・ 清 水 東

仁 頂 寺 ・ 島

鎌 倉

杉 生

西 畑 ・ 柏 原

７

７

８・９

10

10

11

11

11・15

16

16

16・17

18

18・21

22

23

24・25・2 8

29・30・3 1

１

１

４・５

６

６

６

７

７・８

12

12

13

14

15・18

19

20

21・22・2 5

26・27・2 8

１

１

４・５

６

６

７

７

８・11

12

12

13・14

15

15・18

19

20

22・25・2 6

27・28・2 9

※都合によって日程が前後することがあります

し尿収集日程

●
入
学
貸
付
金

今
年
４
月
に
高
校
・
大
学
・
高
専

な
ど
へ
の
入
学
予
定
者
を
対
象
に
１

件
あ
た
り
20
万
円
ま
で

●
留
学
生
貸
付
金

海
外
へ
６
カ
月
以
上
の
留
学
が
決
定

し
て
い
る
人
を
対
象
に
１
人
１
回
限
り

50
万
円
ま
で

▽
受
付
期
間
　
１
月
７
日
〜
同
31
日

申
込
み
は
、
学
校
教
育
課
、
日

生
・
六
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
各
窓
口
へ
。

告
書
の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
伊
丹
税
務
署

�

79
・
６
１
２
１
）
へ
。

対 象 者 は 、

昭和5 6年４月２

日～昭和 5 7年

４月１日までに

生まれた人で

4 0 7人おられま

す。

多くのご出

席をお待ちし

ています。

�とき　平成14年１月14日（祝）受付開始：午前９時15分～

�ところ　文化体育館（イナホール）

�内　容

第１部　式典　午前10時　

第２部　若人の集い（式典終了後、若者によるロックコンサ

ート、立食）
問い合わせは、社会教育課（�67－2600）へ。

2 0 0 2年　成人 式に出席を

猪
名
川
町
森
林
組
合
長
の
肥
爪
稔
さ

ん
（
木
津
75
歳
）
は
、
昭
和
55
年
か
ら

平
成
２
年
ま
で
猪
名
川
町
森
林
組
合
理

事
、
そ
の
後
同
組
合
長
と
し
て
、
ま
た

町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
長
と
し
て
地

域
林
業
の
振
興
と
森
林
組
合
の
健
全
な

運
営
お
よ
び
生
産
技
術
な
ど
の
向
上
・

普
及
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
６
年
か
ら
兵
庫
県
森
林
組
合
連

合
会
の
監
事
、
平
成
８
年
か
ら
兵
庫
県

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長

と
し
て
、
協
議
会
の
運
営
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

と
の
交
流
を
深
め
、
兵
庫
県
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
努
め
ら
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
体
育
指
導
委
員

功

労

者

表

彰

体育指導委員長

福田康司さん

兵

庫

県

林

業

賞
森林組合長

肥爪稔さん

子
ど
も
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

「
モ
ク
モ
ク
く
ん
製
づ
く
り
」

奨
学
生
の
申
込
受
付

問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

（
�
66
・
６
０
０
０
）
へ
。

講

師

登

録

の

受

付

確

定

申

告

説

明

会

▲昨年の消防ポンプ一斉放水の様子（総合公園）

猪
名
川
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
の
地
区
計
画
案
の
縦
覧

開 催 日 １月30日（水）

午後２時～同４時

アステホール

（アステ川西６階）

１月31日（木）

時　間

会　場

所在地

マルチメディアホール
（伊丹市産業・情報センター６階）

川西市栄町25ー1

阪急能勢口駅前

伊丹市宮ノ前2ー2ー2

阪急伊丹駅北東

ッ
ト
コ
ン
ロ
と
新
品
の
ボ
ン
ベ
、
軍

手
▽
参
加
費
　
１
家
族
２
千
円
（
材
料

費
・
保
険
代
、
当
日
徴
収
）

申
込
み
は
、
１
月
４
日
午
前
９
時
か

ら
、
電
話
で
社
会
教
育
課
（
�
67
・

２
６
０
０
）
へ
。

�
昨
年
の
成
人
式
の
様
子


